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され、田子浦では最高潮位 137側、 i高極潮位 186cm(25Bl持33分)、焼津では最高潮位120側、

極潮位 1.37cm(25日l時 10分〉に達した。この高潮とそれに伴う高波による防潮堤の破壊、ある

いは高波の防潮堤乗り越しによる被害が、古原@焼津地区の被害をいっそう増大させる結果となった。

あとがき

台風の規模をはるかに上廻る大きな被害の裏には防災施設(砂防ダム@防潮堤その他)の不備、不

足、危険な河川敷への建築許可、)11砂利過堀に伴う沿岸部の海況の変化など人為的な要因が大きな割

合を占めているものと推察されるが、現在それぞれの分野で今次災害の分析がおこなわれている段階な

ので、それらの分析結果に基づいて適切な防災対策が強力に推進されることを願って筆をおく o

(静大教育学部)

超塩基性火山岩帯の植物

)11 寿太郎

① 長聖子県産カンラン岩 13.5g中マグネットに吸引する量 5婦、カンランノ山 などの粉末日婦で

あった。羽ケ庄、浦)I1町、吉沢、熊、六郎沢、渋JlIの11鼠序に出現しているこれらの岩体について更に

調べると二俣地溝帝大J11産 9ff 吸引されない o )1 のものは 13 ff 政引 28.5婦、不吸引末

71.5婦であり蛇紋化している O 儀光北東のものでは 14.5 ffより吸引 55婦、不吸引 45ヲるであった。長

沢斑レイ計の調査では 5ff中吸引粉末 4婦、不吸引 96婦である O

以上を総合してみると一般的に刀ンラン岩は中央構造線にそった北方ではマグネットに吸引する

は少なく、南下につれて多いこと、次にカンラン岩が強く吸引される量があり、蛇紋岩はこれにつぎ

斑レイ宕は も少なく殊に二俣地溝帯大)11のは皆無であることが知られた O ただしこれはごく少

を 10回の平均だから植物との関連についてだけの

思いますO

② の気温と温度は

月 3 4 5 5 

む} 5.3 5.2 7. 2 11.8 1 7.ヲ 21.7 

平均湿度勝) 58 59 65 78 85 

であるから、この点不備な点も少なくないと

7 8 9 1 0 1 1 1 2 平均

25.4 26.3 22.0 1 7. 1 13.6 7.2 1 5.1 

85 76 7ヲ 7 1 72 6守 7 1 

といった環境におけるもので、カンラン岩、蛇紋岩帯における植物の変化を各 1ml'..あて各地で測定し、

まとめたものである o
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訟の生育状況

さ!生青年令

j通 地 8αH 5 n乙 5 年 生 カ レ 111 1. 5 cm 1 ln γ 年 生

レ L1J 1 cη1 1m 5 年 生 カ レ LU 1.2cη1 1m ち 年

通 地 12 cm 7m〆

一 般植物についてカレ山火山岩帯

メギ(ヘピノポラズ科) 業長 長さ
ヤブタバコ(キク科〉 業長 2.5 C7fl 長さ木長5cm0.5-1.5cm 棋伏 30l~m 

ウスギヨウラク(ツツジ科〉 1.0-1.5 cm 霞立50c古1 サワシロギク(キク科〉 狭長小群生 " 20 c双

リヨウブ(ザヨウプ科) 4 -6 c減 ノノ 2m ヱノユログサ(禾本科)群生 穂 1C1l1 11 15 cm 

ヤプサンザシ(ユ々ノシタ科〉 10 cm 5裂 f/ 30 c沼1 ミツバツツジ(つつじ科) 4 1/ 40 cm 

マノレパハギ〈ハギ科) 2.5 cmζむ " 50 c1詰 サルト 1)イバラ変形多し 5C宵zx3cm 11 20 cm 

ヒロハドウダンツツジ(11 ) 直伏 20c'7!/ コボタンズノレ(キツネノボタン科〉 小葉主c古2 1/ 50じ7克

コウヤポウキ(キク科) 2cm 1/ 30 c'7!/ ヒメクズ(マメ科〉 3 cm 1/ 301...'7!/ 

ゼンマイ(ウラポシ〉 枝葉 11c，浴 " 35 cm ナカンζコウヤボウキ〈キク矛↓〉 1 C7fl 1/ 10cm 
全 30c'7!/ 

ガマズミ(スイカズラ科〉 密葉4cm 1/ 50 cm ヤマカシュウ(ユリ科)変形 3. 5 (，7fl X 2 c波 1/ 18 c'7!/ 

ホウノキ 木長 2m コマユミ(ニシキギ科) 3c浴 1/ 501...'7!/ 

クロモ、ン 3cm 1/ 30 cm ギヨウジャノミズ(ブトザ科〉 3c沼 〈火山 !50C'7!/ 
長さ

シモツク〈イパア科〉 ょ， 2じm H 20 (，'7!/ 

シモツケは特に群生し道を歩いて一見して知られる o

イ岩帯にも多い。

し、よく咲き、美しく、変質輝緑岩斑レ

キ -'、 ギ (マメ科) 葉長普通 長さ 1m小 ス ノ キ(どく/J、さい) 葉長 5腕 長さ 10cm 

ヤハズハンノキ(カバノキ平D 11 1/ カ ン ア オ イ 葉長4.5普×通4.9 cm 

カ ブ ーマ ツ ソウ λ~ lcm 1/ 15 cm シオカeマ(コeマノハグサ科) 業長 5cm 11 30 cm 

これらは特に蛇紋岩、斑レイ岩、カンラン岩帯を示しているかにみえる。

アプラチャン 長さ低性 イ ヌ ツ グ 葉小型 長さ 40 cm 

スズサ イ コ 大群生 /1 H 低性 キ ノ、 タ. 多 生 λン' H 低性

カ 、、、 こと ピ7 少 ι亙ヨ 1/ ソご〈低性 チヂ 、、、 ザサ 多 生 葉 3cm M 横伏

ヒイラギガシ 少 王g室主. 11 1/ i丘性 ウマノミツノξ 多 生 葉普通 1/ 50 cm 

ヌ Iレ ア 庁 H ど〈5低Ocm性 メ カ ルカヤ 多 生 葉小型 1/ 低投

フウトウカズラ 少 ー主筏主主主 11 庁 低性 ヤ ク シ ソ ウ 少 J恩莞L• H 11 i長性

ヒメヤフ@ラン 群 生 Fノ 1/ i丘性 カ タ ヒ ノ、e 群生岩上 11 H 低性

モチツツジ〈ツツジf+) 11 λソ 50cm 
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以上は、 lil]頁rlば菱である。

阿多古)11の清流近くを歩くと次の様であった O カタヒパ@サツキツツジ@イヌサンショウ@ホソパ

タチシノブ@テイカカズラ@モチノキ@コマユミ@シイ@ノイパラ φ ガマスミ@ネMムノキ@ナワシロ

イチゴ@センニンソウ@コブナグサ@コマツナギ@キハギ@シオガマギク@カラマツソウ@ネコヤナ

ギ@アセビ惨イボタノキ@ツリガネニンジン@オカトラノオ@アケビ@ミツパアケビ。ブジ@イヌツ

ゲ@ツルコウジ@リウノヒゲ e サルトリイパラ@コウヤホヴキ e ニガイチゴ@ナガパコウヤボウキ@

シデ@イスノキ@タカノツメ@シラカミ@イタヤカニこヂ@サンショウ@ウメモドキ@とナノウスツボ@

マルパハゲ惨モチツツジ硲クロモジ@ソヨゴ@メギ@ヨメナ e ミシマサイコ@オケラがあった O しか

しこの植物群は にはさまれる変成岩帯の植物の特徴を多分にもっている。 は、

オミナエシ窃ヤクシソウ@シオガマギク@キハギ@タニウツギヌルデ@タラノキ@ガマズミ@ヒトツ

ハ@旦ノコログサ@シノブだけがみられた O 斑レイ岩帯においてはコマツナギ@カラムシ@シオガマ

ギク@ツリガネニンジン@へクソカズラ@イスノキ@デイカカズラ@シモツケ多生リウノウギク@ヌ

/レチ@ウマノミツパ@クズタニウツギ@ガマズミ コナラ@モチツツジ@ネムノ木などであった。

そこでこの地帯をとりまく大植物、樹木を調べた 7人の

のであるが、変成計帯、中生代ジユラ紀光明躍、白亜紀?

部、 ならびに石灰地帯と全面に し、

豊岡村における 791種よりはかなり多く調べられたが、

いる。

のまとめでは、 ここには書ききれない

地溝帯、中新世万瀬北山層、

(f) 

を集めた。しかし、昭和38年

にも及ばぬ数であるとは信じて

しかし全種をしらべる目的でなく、 むし と植物変形を中心としたためであることを了承

願いたい。

③火山岩帯植物

@ カンラン

角閃

輝

( Mg、Fe) 2 S i04 

石CaMg3 S i04 012 十じa( Fe ) 3 S i 4 012 

Ca ( Mg Fe )日iz06 十Mg2 S i2 06 ト Mg(a ) A 12 S i U 6 

最初にあげた鉄分のl吸引状況であるが、まだ鉱物粒子が多少結合状況にあるのでこれを更に分離し

なければならないのであるが、時間の関係で充分なことができていない。しかし蛇紋岩 28.5OJ;、カン

ラン岩 55%の率からしても鉄分そのものも多くの要素を植物変化に与えていると思う白次にこの鉄

分が羽ケ庄、浦)11、吉沢、熊渋)11とJI即こ多くなっていることも幼稚ながら推測される白

⑤ 8月 13日、 8月 23日、 9月23臼を中心として幾十回となく?入、 5入、主人、 i人と歩い

た度にカレ山カンラン岩己主J11儀光カンラン蛇紋帯、)11坂蛇紋行などで、最も自につくものは、オミナ

エシの黄金色がはるか周辺よりも早く咲くことである。シオガマギク、ガマズミの赤玉、シモツケ、

メギ、ミシマサイコの呂につくことである。こころみに 9月上300m UJ頂で見下すと紅葉黄葉してい

るのは火山岩帯の山々である o これは加藤芳朗先生からも度々指摘されたことであるが事実その中心

にとびこんだ時始めてヌルデ e トコロ@ハゼのほか、あらゆる草の早き秋を知ることができた。
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@ 次に考えられることは火山岩といっても凡て塩基性火LU官帯であるが、 i平方米における植物

の本数がものすごく多いことである O 天竜各方面 i平方米の植物群落をしらべたのであるが、普通地

の約 100倍の本数がぎっしりとつまっていることが分った o

@ 松、杉、檎こうした木本は窃に記した如く実にみじめで附近一帯いわゆるカレL1J状態であり、

秋は iカ月早く訪れているのである O カレ山はたしかによい名である O 今、手をつけ始めた紋落田、

ミカン閣の糖度計によるデーターと蛇紋岩との関係についての研究はこれからである O

@ 石灰岩手誇ではメヤブソテツ惨ヒメイノモトソウ@イワウラジロ eキンモウワラビ@タチチンタ

などが特に生育するというが、 山末;ト帯においては以上の様に変化があった。

(竜)I1中学校)

しミ 問題につい

鈴木健司

現在ではかなりの学校で、 が作られ、そうめずらしくない状態になってきた。

本校は、昭和 39年度の卒業生記念事業のーっとして、理科教育の進展と、生徒への岩石に対する

心を深めるための自的として、沼津市内の中学校としては、一番最初の試みとして、岩石閣の設置と

なった O 卒業生記念事業というわけで、この決定が非常におくれ、具体的な話が理科部に来たのは、

式まであと一カ月たらずという期日で、非常に驚きもし、また喜びもした。

いざす~'~Î となると、理科の教師連も、これといった確信があるわけではなく、仕事が軌道にのらず、

数日を経過した。理科の会合の時、東部教育事務所主事羽田先生の御指示により、岩石採集場所を谷

蛾方面、 77石関設置校として、浜松市の城北小学校、浜名郡の可美中学校を選んだ。両校を視察し、

石閣の作り方、および学習への取り入れ方を学ぶとともに、理科学習に必要な環境が整備されてい

るのをみて、大いに参考になった o

両校の視察を基にして、本校の設置場所、広さ、作り方および費用など、校長をリーダーとして、

理科教師が相談し合って決めた o (国参照〉

参考文献(日本地方地質誌関東地方;藤本治義著、中部地方;模山次郎著〉の入手のおくれと、学

年末の多忙に追われて、ようやく卒業式後、中川支所所員の方々の御援拐を受け、本校の先生方と、

父兄ら計 10数名で、谷峨一落合一一中JlI一等沢一一白石峠、谷蛾一一落合一一世附)11一一大又沢

一一地蔵平のコースの 2班に分かれ、センリヨク岩@ダイワ石@ザクロ石@キンセイ石@チャート e

サ岩@レキ岩@ケツ岩@へンセイ岩などを採集した。採集後、横浜国立大の見上教授の貴重な「丹沢

大山学術調査報告書を入手し、非常に参考になった。充分研究後、現地に行っていればと、現在でも

残念に思っている。
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